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第５学年国語科学習指導案

日 時 平成１８年 １１月 ２日 （木）

児 童 ５年１組 男１２名 女１０名 計２２名

５年２組 男１３名 女 ９名 計２２名

指導者 １組 青 山 武

２組 小 原 麻 紀

１ 単元名 目的に応じた伝え方を考えよう

教材名 ニュース番組作りの現場から （光村図書五年（下 「大地 ）） 」

２ 単元について

（１）教材について

学習指導要領第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標は 「目的に応じ、内容や要旨を把握、

しながら読むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広めたり深めたりしようとす

る態度を育てる 」ことである。本教材においては「目的や意図などに応じて、文章の内容を的確。

に押さえながら要旨をとらえること（イ 「必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫する）」

こと （オ 」が学年の目標に直結する指導内容となっている。。 ）

本教材「ニュース番組づくりの現場から」は、ニュース番組中の特集をどのように作っているの

かまとめた文章である。時系列に沿って、報道スタッフの役割や情報収集、編集会議、内容の絞り

込み等、制作過程が分かりやすく整理されている。そのため、ニュース番組の作り方の魅力や情報

を提供するだけでなく、文章の構成やその要旨に児童が着目しやすい構造をもった説明文になって

いる。本教材を読み取る活動を行うことで、より効果的に自分の考えを伝え合う経験を積み重ねた

り、要旨をより適切にとらえたりするための効果的な読み方を身につけていくことができるものと

考える。

（２）児童について

児童はこれまでに、第４学年の「読むこと」において「 かむ』ことの力 「アップとルーズで伝『 」

える」で 「はじめ 「中 「終わり」という文章構成、段落と段落が結びついてまとまりを構成し、 」 」

ていることや、それらの相互関係を考え文章全体の姿を読みとる学習をしてきた。また、第５学年

になってからは「サクラソウとトラマルハナバチ」の学習を通して、段落をより適切に要約したり

全文の要旨に触れたりすると同時に自分自身の考えを広めたり交流したりする活動を行ってきた。

これらにより児童は、説明文をより構造的にとらえたりまとめたりすることのよさや楽しさを体

験してきたが、その一方で学習活動を通過したという事実に甘んじるばかりでより自立的にその学

習技能を用いるところまでには至っていない。

また、個人差も大きく、言語事項の理解が不十分だったり、集団の前で発言したりすることに不

安をもっている児童が見られる。また、話し合う活動については自分の考えを伝えようとする意識

が低く、苦手意識をもっている場合が少なくない。

（３）指導について

本単元では 「ニュース番組づくりの現場から」に書かれた内容が「工夫して発信しよう」の活、

動のための手引きあるいは解説ともなっているから、より効率的かつ適切に読みとらせなければな

らない。そのために、音読活動を重視することで児童の内部情報を蓄積させたり、中心文をもとに

要点を把握したりする活動を取り入れていく。同時に、既習事項を生かしながら文章の構成を考え
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ることを通して基礎的な学習技能の定着を図っていきたい。

また、一人学びでは、既習事項の段落を要約する技能を活用したり、児童それぞれの考えを文章

化したりすることで思考をより深めさせる活動を取り入れていきたい。学び合いにおいては、教材

文の時系列を追ったり順序を確認することを通して、説明文の構成を理解させたり、筆者の考えの

位置づけをより明瞭に気づかせるとともに要旨に迫ることができるようにしたい。

説明文の学習や発表等の活動に自信のない児童に対しては、適時の声がけや当人の学習進度に応

じた指名をするなどの教師側からの働きかけを行うと同時に、伝え合う活動の規模を縮小したり拡

大させたりしながら友だちとの接点をより多様にもたせることで、満足感をもたらしうる学習場面

を構成していきたい。

３ 単元の目標

（１）主目標

◎ 文章構成をつかみ、要旨をとらえて、ニュース番組がどのように作られたかを知り、伝えたい

ことと伝える方法について興味を深める。

（２）観点別目標

◎ ニュースを探して伝えることに関心をもち、伝え方や内容を工夫しようとする （関）。

◎ テレビ放送のニュース番組の「特集」の作り方を理解し、段落ごとに整理して要旨をまとめる

ことができる （読オ）。

４ 単元の指導計画・評価計画（総時数 ７時間）

具体の評価規準及び指導・支援の手立て

主な学習活動 評価規準（方法）

（時数） おおむね満足できる 努力を要する児童への

と判断する視点 指導・支援の手立て

１－① 関

教材文を読んで学 教材文を読み、感 本文を適切な声量で音読 新出語句や難語句などに

習の見通しをもつ。 想を話したり学習の したり、初発の感想を扱う ふりがなをつけさせたり、

（１） 見通しをもつ （発 活動を通して意欲的に学習 初めて知ったことや驚いた。

言・ノート・自己評 に取り組もうとしている。 ことにサイドラインを引か

価） せるなどの作業を通して学

習への抵抗感を緩和する。

１－② 言

言語事項の確認を 新出漢字や語句を 調べた語句を適用する活 作業量が過多にならない

し、学習計画を立て 習得するために辞書 動を通して言語に対する理 よう作業を分担したりする

る。 （１） 等を活用している。 解を深めることができる。 ことでより能動的に活動で

（発言・作業観察） きるようにする。

関

学習計画をもとに 学習計画の中で意欲的に 自分の考えを小集団の中

、見通しをもつことで 取り組むことができそうな で発表する活動を取り入れ

意欲を深めている。 箇所を見つけることができ 模倣的であっても考えをも

。（発言・ノート） る。 つことができるようにする

２－① 読

前半部分の形式段 話題提示の文をと 中心文を選び、主述の関 中心文の位置や主述を確

落を要約しニュース らえたり、段落の中 係を用いて適切に要約する 認することで作業に取り組
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。の「特集」が作られ 心文を適切に把握す ことができる。 むことができるようにする

ていく過程を読み取 るとともに「特集」

る。 （１） を作る過程を整理す

ることができる 挙。（

手・発言・ノート）

２－② 読

中盤部分の形式段 段落の中心文を適 中心文を選び、主述の関 中心文の位置や主述を確

落を要約しニュース 切に把握するととも 係を用いて適切に要約する 認することで作業に取り組

。の「特集」が作られ に「特集」を作る過 ことができる。 むことができるようにする

ていく過程を読み取 程を整理することが

る。 （１） できる （挙手・発。

言・ノート）

２－③ 読

後半部分の形式段 段落の中心文を適 中心文を選び、主述の関 中心文の位置や主述を確

落を要約しニュース 切に把握するととも 係を用いて適切に要約する 認することで作業に取り組

。の「特集」が作られ に「特集」を作る過 ことができる。 むことができるようにする

ていく過程を読み取 程を整理することが

る。 （１） できる （挙手・発。

２組本時 言・ノート）

３－① 読・話

文章の構成を検討 段落の構成を検討 段落の構成について自分 自分の考えに近い発表や

、 。（ ） 、し 図に表す １ し、意見を交流しな の意見をもち、発表してい 相容れない考えを把握させ

がらより適切に配置 る。 それに対して賛成・反対の

することできる 挙 立場を明確にさせる。。（

手・発言・ノート）

３－② 読・話

文章の構成を検討 段落の構成を検討 段落の構成について自分 自分の考えに近い発表や

して図に表し、説明 し、意見を交流しな の意見をもち、発表してい 考えを把握させ、それに対

文の要旨を確認す がらより適切に配置 る。 して賛成する立場を明確に

る。 （１） すると同時に、筆者 させる。

の考えをもとに要旨 最終段落から、筆者の考 事実と筆者の考えを区別

をまとめることがで えが書かれた部分を選び出 させることで、中心文を把

１組本時 きる （挙手・発言 している。 握させる。。

・ノート）
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５ 本時の学習（１組） ７／７時間

（１）目 標

段落の構成を検討し、意見を交流しながらより適切に配置すると同時に、筆者の考えをもとに

要旨をまとめることができる。

（２）仮説との関連

〈手立て１に関わって〉

・一人学びでは、学び合いの場面における意見交流の活動がより円滑に行われるようにするた

めに、段落相互の関係について書く活動を取り入れ、自分の考えや立場を明確にすることが

できるようにする。

〈手立て２に関わって〉

・学び合いでは、全文の構成を理解すると同時に要旨に迫るために、段落を用いた文章構造図

を提示しながら話し合い活動を行うことができるようにする。

（３）展 開

段 学 習 活 動 教師の支援（評価◎）

階 ○主発問 ・予想される児童の反応

つ １ 前時の学習を想起する。

か

む ２ 学習課題を確認する。 ・活発な意見交換が行われるよう意欲づ

２ けを行う。

分

ふ ３ 課題解決の見通しをもつ。

か （１）学習場面を音読する。 ・構成を再確認するという視点をもたせ

め て全文を通読させる。

る

（２）課題解決のための着眼点を考える。 ・複数の構造図についてその相違点を確

３５ 認して絞り込むことで、視点が散漫に

分 ならないようにする。

４ 学習課題を解決する。

（１）一人学びをする。 ・より適切な配置の構造図を選択し、自

○説明文の構造をより適切に表しているのはど 分の意見をまとめる。

ちらの構造図ですか。

（２）学び合いをする。 ・話型を確認し、結論と論拠を明確にし

・Ａの構造図が適切である。 て話すことができるようにする。

・Ｂの構造図が適切である。

・話し合い活動については極力介入を避

け、より自力解決的な方向に向かうよ

うにする。

おおむね満足できると判断する視点

◎段落の構成について自分の意見を

。（ ）もち発表しているか 挙手・発言

【支援】

・自分の考えに近い発表や考えを把握さ

説明文の構成を読みとろう。
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せ、それに対して賛成する立場を明確

（３）学びを深める。 にさせる。

○筆者の考えが表れているのはどの段落ですか ・筆者の考えや説明文のまとめが全体の。

・⑫段落と①段落です。 最後に配置されていることや、話題提

○①段落と⑫段落で、筆者の考えがより強く表 示とまとめの相関について確認する。

れているのはどちらですか。 ・⑫段落と①段落の比重を確認し、全文

・⑫段落です。 の要旨をまとめさせる。

○中心文はどこにありますか。 おおむね満足できると判断する視点

・最後の文です。 ◎最終段落から、筆者の考えが書かれ

。（ ）た部分を選び出しているか 挙手

【支援】

・事実と筆者の考えを区別させること

で、中心文を把握させる。

ま ５ 学習のまとめをする。

と （１）まとめの音読をする。 ・本時の学習を振り返らせることで、学

め 習の成果を認め、次時以降の学習へ意

る （２）学習を振り返り、自己評価する。 欲をもつことができるようにする。

８

分 ６ 次時の学習の見通しをもつ。

（４）評価規準

【読む・書く能力 【話す・聞く能力】】

話し合い活動を通して段落相互の関係を適切につかみ、それをもとに全文の要旨をまとめるこ

とができる。

（５）板書計画
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５ 本時の指導（２組） ５／７時間 
（１） 目標 

番組作りの過程（放送用原稿，放送）で大切な点を読み取り，段落ごとに要約することがで

きる。 
 （２） 仮説との関連 
    〈手立て１に関わって〉 
     ・ 学び合いでは，話し合いの内容を深めるために，ペア学習やグループ学習などを取り入

れ，要約文を作るために必要な事柄について，根拠を明らかにして説明できるようにする。 
    〈手立て２に関わって〉 
     ・ 番組作りの過程を理解するために，各過程の大切な事柄を表にまとめる活動を取り入れ，

番組作りの流れを視覚でとらえさせるようにする。 
 （３） 展開 
段 
階 

学  習  活  動 
○主発問  ・予想される児童の反応 

教師の支援（◎評価） 

つ 
か 
む 
 
３

分 

１ 前時の学習を想起する。 
 
 
２ 本時の学習課題を確認する。 

   番組作りの過程をまとめよう。 

・話題設定から編集までの制作過程と

大切な点を確認する。 

 
 
 
 
 
 
ふ 
 
 
 
か 
 
 
 
め 
 
 
 
る 
 
 
 
 
 

３ 課題解決の見通しをもつ。 
（１）学習場面を音読する。 
   ⑩⑪段落を音読する。 
 
（２）課題解決のための着眼点を考える。 
  ○⑩⑪段落には，番組作りのどの過程のことが 

書いてありますか。 
  ・⑩段落は原稿作成です。 
  ・⑪段落は放送です。 
 
４ 学習課題を解決する。 
（１）一人学びをする。 
  ○⑩⑪段落の中心文はどれですか。 
 
（２）学び合いをする。 
 
 

⑩放送用原稿を書き始めるディレクター。 
 
 

⑪いよいよ放送される特集。 
 
 
 

 
・各過程で大切な点やスタッフがした

ことに着目して読むことを確認す

る。 
・どの段落にどの過程のことが書いて

あるかをつかませる。 
 
 
 
 
 
・中心文→キーワードの順に必要な事

柄を選び要約させる。 
 
・要約文から，何文目が中心文として

適切か話し合わせる。その際，段落

相互の関係や叙述に即して話し合い

ができるようにさせる。 
おおむね満足できると判断する視点 
◎中心文を選び，主述の関係を用いて

適切に要約することができたか。 
（挙手・発言・ノート） 
【支援】 
・中心文や主述を確認することで，作
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分 

 
 
（２）事例で大切な点を読み取り，まとめる。 
  ○番組作り（原稿作成・放送）で大事なことは何

ですか。 

業に取り組むことができるようにさ

せる。 
・要約をした後，事例では番組作りを

する上で，どのように工夫している

か読み取り，表にまとめさせる。 
 
ま 
と 
め 
る 
 
７

分 

５ 学習のまとめをする。 
（１）まとめの音読をする。 
 
（２）学習を振り返り，自己評価する。 
 
６ 次時の学習の見通しをもつ。 
 

 
・読み取ったことを振り返りながら音

読をさせる。 
・本時の学習について振り返り，学習

の成果を認める。 
・次時は，報道スタッフの努力や願い

について読み取っていくことを確認

する。 
  
（４） 評価規準 
   【読む能力】 

番組作りの過程（放送用原稿，放送）で大切な点を読み取り，段落ごとに要約することがで

きる。 
 
（５） 板書計画 
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デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

⑤
防
災
訓
練
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
県
の
人
た
ち
。

⑥
噴
火
に
備
え
た
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
た
県
。

⑦
再
び
会
議
を
開
い
た
ス
タ
ッ
フ
。

⑧
始
ま
っ
た
さ
つ
え
い
。

⑨
編
集
を
始
め
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

⑩
放
送
用
原
稿
を
書
き
始
め
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

⑪
い
よ
い
よ
放
送
さ
れ
る
特
集
。

ま
と
め

○
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に。

こ
め
ら
れ
た
願
い

報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
伝
え
た
い
も
の
の
中
か
ら
、
見
て
い
る
人
に
知
ら
せ
る
ね
う
ち
が
あ
る
と
思
う

こ
と
を
選
び
、
知
っ
て
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作
っ
て
い
る
。

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑫
願
い
を
こ
め
て
番
組
を
作
る
報
道
ス
タ
ッ
フ
。

①
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
防
災
訓
練
が
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
ま
で
の
過
程
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。


